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リン酸カルシウム (ACP) を生成することができる。本実験ではこの ACP に着目した。 RF マグネトロ
ンスパッタリング法により ACP コーティングを施したインプラントを 白兎の大腿骨及び腔骨に埋入
し， ACP コーティング膜の生体内での有用性についての検討を行った。
RF マグネトロンスパッタリング装置を用いて，インプラント上に膜厚 0.5μm の ACP 薄膜を作製した。
ACP 薄膜の観察は SEM および XRD 回折を用いて行った。コントロールとして非コーティシグのイン
プラントを使用し，白兎の両側大腿骨及び腔骨に一本ずつ，計 4 本のインプラント埋入した。待機期
間は埋入後 1 ， 2, 4 週の 3 群とした。
白兎の屠殺時に，両側大腿骨インフラントは RFA にて ISQ 値を測定後に回転除去トルク試験を行っ
た。両側腔骨インプラントは周囲骨とー塊に摘出，非脱灰研磨標本とし光学顕微鏡， SEM にて観察した。













SEM 観察にてインプラントスレッド内の骨増生量を求めたところ 待機期間 1 週でコーティング群が
コントロール群に比べ有意に高い値を示した。
本実験の摘出したインプラント表面 SEM 観察では， 1 週後のインプラント表面にはコーティング膜
の残存が確認されたが， 2 週後以降のインプラント表面にはコーティング膜は観察されず， ACP コーティ
ングの生体内での早期溶解性が確認された。また，骨接触率においても 2， 4 週で高値を示し，骨増生
















以上の結果より， RF マグネトロンスパッタリング法によりコーティングされた ACP は，周囲骨の形
成を促進することが示された。また， ACP コーティングの生体内吸収性が確認されたため，周囲組織
へのリン酸カルシウムの供給により骨形成が促進されることが示唆された。
本研究は， ACP の生体内評価を行ったものであり，歯科用インプラントへのリン酸カルシウムコー
ティングの有用性解明に寄与することが多大である。よって本研究は，博士(歯学)の学位授与に値
すると判定する。
-60-
